
統計室および統計連絡会は、JEITAの調査統計の全容

を詳しく紹介した冊子『調査統計ガイドブック	2017-

2018』を発行しました。統計データや各種発表スケ

ジュールの他、分野別の市場動向を掲載し、電子情報技

術産業全体を網羅的にまとめています。

調査統計事業はJEITAの活動の中でも重要な事業の1

つであり、電子情報産業の幅広い製品分野の市場動向を

タイムリーに把握して、会員各社をはじめとする企業の

事業計画立案に役立つデータを提供すると共に広く内外

に業界アピールをするために実施しています。

これらを内外に広く紹介するため、このたび、「業界

統計」や「分野別市場動向」、「統計分類・市場規模」、「調

査統計イベントスケジュール」などを1冊にまとめた、

『調査統計ガイドブック 2017-2018』を発行しました。

冊子版を無償配布（限定1,000部）していますが、ホーム

ページからPDF版をダウンロードすることもできます。

総合企画部Topics

調査統計ガイドブック 2017-2018を発行

■ 『調査統計ガイドブック 2017-2018』 PDF版のダウンロードURL
h t t p : / /www . j e i t a . o r . j p / j apane se / s t a t /pd f / e xecu t i v e _ s umma r y . pd f

刊行物のご案内

調査統計ガイドブック	2017-2018
■編集・発行：統計室／統計連絡会　■体裁：A4版 56頁
■頒布価格：無料（限定1,000部)
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CPS/IoTで変わる
社会・産業を繋ぐ、支える、「電子情報産業」

我が国の製造業で主要な位置を占める
「電子・電機」業界

我が国の全産業就業者数 6,440万人
うち、電子情報産業の就業者数 232万人 高い水準にある設備投資・研究開発費PICK

UP!
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出典：総務省労働力調査（2016年）

※電子情報産業を除く

出典：総務省 2015年度 科学技術研究調査
http://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/index.htm

出典：財務省 法人企業統計調査 2016年
http://www.mof.go.jp/pri/reference/ssc/results/
index.htm

ITの応用分野があらゆる産業に拡大、豊かな社会や暮らしを支える電子情報産業
ITの応用分野が、産業機器から社会インフラ、さらには家庭分野にまで、社会のあらゆる分野に拡

がりつつあります。CPS/IoT（サイバー空間と現実空間の情報連携）により、さまざまな産業が繋がる
ことで、電子情報産業は新たな価値を生み出し、あらゆる社会課題の解決に貢献していきます。

我が国の研究や設備投資をリードする「電子・電機」
技術革新のスピードが速い「電子・電機」では、研究開発に対する投資が積極的に行われています。

製造業における「電子・電機」の研究開発費ウェイト（2015年）は35％で、輸送機械の25％を超える
大きな割合を占めています。また、設備投資額ウェイト（2016年）は19％で、輸送機械の21％に次
いで大きな割合を占めており、我が国の研究や設備投資をリードする基幹産業であるといえます。
※電子工業に電気機械を加えたものを「電子・電機」と定義しています。
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● 電機ガス
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… 30万人

ハードウェア（電子工業） ・ ・ ・ ・ ・ 81万人
● 情報通信機械 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  23万人
● 電子部品デバイス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 58万人

ソリューションサービス ・ ・ ・ 151万人

製造業における
「電子・電機」の研究開発費ウェイト

製造業における
「電子・電機」の設備投資額ウェイト

（2015年度）

（2016年）

電子情報産業の就業者数 ・・・・232万人

電子・電機 28%
3兆3,138億円

電子・電機 19%
2兆9,280億円

全産業就業者数 6,440万人

総 額
11兆8,641億円

総 額
15兆9,370億円

C P S / I o T で 繋 がる産 業
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ITの応用分野が、産業機器から社会インフラ、さらには家庭分野にまで、社会のあらゆる分野に拡
がりつつあります。CPS/IoT（サイバー空間と現実空間の情報連携）により、さまざまな産業が繋がる
ことで、電子情報産業は新たな価値を生み出し、あらゆる社会課題の解決に貢献していきます。
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センサの市場動向
～データ収集を担うキーデバイス、センサのグローバル出荷動向～

センサの世界出荷額は、2015年に1.8兆円、前年比40％増と
4年連続で二桁以上のプラス成長と拡大が続く

2015年のセンサグローバル出荷動向
2015年におけるセンサの世界出荷数量は271億2,954

万3千個、対前年比108％、金額は1兆8,490億38百万円、
対前年比140％となりました。金額では4年連続で二桁以上
のプラス成長と拡大を続けています。

センサ種類別の動向
種類別では、2015年の金額構成比で最大構成は、光度

センサ51%、位置センサ27%となっています。数量構成比
では、温度センサ46%、位置センサ18%、光度センサ16%
となっています。

センサ需要部門別の動向
需要部門別では、2015年の数量構成比では、最大構成

は汎用の41%、次いで通信機器・スマートフォン用の23%、
コンピュータ・情報端末用が14%、自動車・交通用が6%と
続きました。金額構成比で最大構成は、通信機器・スマート
フォン用で56%となって前年より11％増加しており、スマー
トフォン需要の拡大が数字にも表れています。次いで自動
車・交通用が15%、次いでAV機器用6％、FAオートメーショ
ン用5%となりました。

センサ仕向地別の動向
仕向地別では、2015年の数量構成比では、中国向けが

41%、アジア・パシフィック向けが24%、日本向けが23％と
なっています。金額構成比では、米州向け38%、日本向け
21%、中国向け21％、アジア・パシフィック向けが15%となっ
ています。

■センサ世界出荷金額推移（2009年～2015年）

■センサ種類別金額推移
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2015年の回答会社数：89社
日系の主要なセンサ企業が参加する統計

【センサ種類毎の回答会社数】
・ 光度センサ 28社
・ 温度センサ 26社
・ 圧力センサ 25社
・ 慣性力センサ　21社
・ 位置センサ　　22社

・ 磁界センサ 21社
・ 音･超音波センサ 11社
・ 化学・バイオセンサ   8社
・ その他のセンサ   8社

※前年比は参考値。参加会社数は、第1回(85社)、第2回(87社)、今回(89社)。

出典：JEITA センサ・グローバル状況調査

出典：JEITA センサ・グローバル状況調査

出典：JEITA センサ・グローバル状況調査

出典：JEITA 注目分野に関する動向調査2015
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「注目分野に関する動向調査2015」

CPS/IoT社会におけるセンサの位置づけ

2015年度の注目分野では、センサを取り上げました。センサグローバル状況調査(センサ統計)
をベースにセンサの位置づけと世界需要額見通しをまとめています。センサ統計と合わせて、内
外での市場分析等にデータを広くご活用ください。

センサ世界需要額と日系企業
センサは、私たちの回りの様々な事象をデータに変換する

ためのキーデバイスであり、あらゆる機器に搭載されていま
す。家電機器やインターネットの入口端末をはじめ、今後は
自動車・鉄道・船舶・航空などの交通システム、機械・化学・
農業・土木・エネルギーなどの産業ビジネス、医療・
防災住宅・防犯などの生活環境、宇宙・ロボットな
どのハイテク領域においても広く普及と浸透が見
込まれます。さらに、1台の機器に搭載されるセン
サの種類や個数も増大していき、CPS/IoT社会で
はセンシングの重要性はますます高まり、センサ
の巨大な需要形成が見込まれています。
2025年における世界需要額は9兆318億円

（2014年から年平均11％増）で、そのうち日系企
業の出荷額は3兆7,929億円、同年平均10％増

と見通しました。2014年の日系金額シェアは47％、種類別
に日系シェアの高いセンサは、サーミスタなどの温度センサ
で72％、イメージセンサなどの光度センサで67％、角度や
長さや距離などを測定する位置センサで37％となりました。

■センサ位置づけ

この1冊でさらにわかる！
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UP!

上記の冊子版にて使用したデータをご自身でグラフ加工したい方向けにダウンロード版を
頒布しています。JEITAでは本誌掲載データのグラフ加工データの転載を許可しています。

ここがポイント！

  上級編
ダウンロード版

注目分野に関する動向調査2015・PDF版
～01ウェアラブル端末、02ワイヤレスモジュール、03センサ～(世界需要見通しデータ編付き)
http://www.jeita.or.jp/cgi-bin/public/detail.cgi?id=606&cateid=1
ダウンロード版

JEITAセンサ・グローバル状況調査／センサ世界出荷2015年実績・サマリ品目データ
http://www.jeita.or.jp/cgi-bin/public/detail.cgi?id=653&cateid=1

※さらに、研究者向けとして、センサグローバル状況調査の集計結果(全品目データ)を頒布しています。
詳しくは事務局までお問い合わせください。

■2015年需要部門別構成比（金額）

　問い合わせ先：総合政策部会調査統計委員会　[担当] 総合企画部 高瀬・小島

発　行：2015年12月
編　集：調査統計委員会 (総合政策部会)
会　員：2,160円　
会員外：3,240円
体　裁：A4判 8頁
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http://www.jeita.or.jp/japanese/stat/pdf/executive_summary.pdf



